
1 

 

日本科学哲学会第 49回年次大会 

 

実践的推論とアブダクション 

 
中山 康雄（Nakayama, Yasuo） 

大阪大学大学院人間科学研究科 

 

 本発表の目的は、実践的推論（practical inference）とは何かを明確化することにある。こ

のとき、アブダクションの推論形式を拡張することを提案する。一般に、アブダクション

は最善の説明への推論（inference to the best explanation）と理解される。本発表では、こ

のアブダクションを信念の合理的なアップデート規則として解釈することを提案する。ま

ず、「最善」概念を、選考関係（preference relation）を用いて明確化する。ここで言う選考

関係は、反射性と推移性を充たす関係のことである。信念のアップデート規則は、「特定の

現象を演繹的に説明できる（矛盾を引き起こさない）仮説候補の中で与えられた状況理解

の中で最も選考される仮説を受け入れろ」というような規則である。 

次に、欲求の合理的アップデート規則を提案する。このために、私が提案している動的

規範論理学（Dynamic Normative Logic）を修正した枠組みを提案する（Nakayama 2014）。そ

こで、欲求のアップデート規則として、「特定の目標欲求を演繹できるような（矛盾を引き

起こさない）欲求候補の中で与えられた状況理解の中で最も選考される欲求を受け入れろ」

というような規則を提案する。このようにして、Anscombe (1989) が議論した「実践的推論」

の問題を明確化できることを論じる。 
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